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 TLC analysis method for detection of narcotics, stimulants and aromatic 

amines which had similar structures to the latter in suspected materials was 
investigated. 

Seven reagents for coloring spots on chromatogrms were tested. It was found that the 
best coloring method to be used commonly for those drugs was as follow；―― (1) 
coloring by ninhydrin reagents (2) coloring by chloroplatinic acid－potassium iodide 
reagent after it，and that two sorts of solvent systems as mobile phase of the TLC that is 
satisfactory to identification of the drug. 

There was a relationship between the structures and Rf values of amines. 
－Received May 25，1990－ 

１ 緒  言 

麻薬，覚せい剤等の密輸入を防止する税関の役割は，

今日，益々重要となってきている。輸入貨物及び旅客

の荷物中から取り出された嫌疑物件で税関分析室に持

込まれるものの件数も増加しており，これらを誤りな

く，迅速に分析処理することが求められている。 
特に急ぐ場合は，2，3時間で分析結果を出すことが
必要となる。このような目的の分析には，薄層クロマ

トグラフィー（TLC）は適当な方法である。すなわち，
一枚の薄層板に嫌疑物件及び多数の標準品溶液を並

べ，点着，展開することにより，嫌疑物件中の麻薬等

の含有の有無を短時間に分析できる利点がある。 
TLC で麻薬等の発色剤として一般に使用される塩
化白金酸－ヨウ化カリウム試薬（Pt試薬）は，あへん
アルカロイド等を発色させるが，メタンフェタミン 

 ＊大阪税関輸入部分析部門 〒552 大阪市港区築港4－10－3 

  
に対する感度が低く，感冒薬等にしばしば配合されて

いるエフェドリン（覚せい剤原料の一つ）及びノルエ

フェドリンを全く発色させないという欠点がある。 
今回は，覚せい剤，麻薬等多くの薬剤の TLC に共
通して使用できる発色方法を中心に，TLCの実験条件
について検討を行った。 
 

２ 実  験 

２．１ 標準試料 
使用した標準試料をTable. 1に示す。 

 
２．２ ＴＬＣ条件 
２．２．１ 薄層板 
MERCＫ社製シリカゲルプレコート薄層板普通タ
イプ及び高性能簿層クロマトグラフィー用薄層板

（HPタイプ）を用いた。 
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Table .1 Standard Samples 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．２．２ 試料溶液及び点着 
試料は 1％及び 5％溶液になるように水，エタノール
又はクロロホルムに溶解して用いた。これをTLC板に
0.3～1μl 点着した。（1％溶液で 3～10μg に相当す
る。） 
２．２．３ 発色剤の調製及び発色法 
（1） 塩化白金酸・ヨウ化カリウム試薬（Pt 試薬）
―10％塩化白金酸溶液 1ml，4％ヨウ化カリウ
ム溶液 25ml 及び水 24ml を使用時に混合する。
噴霧。 
（2） ドラゲンドルフ試薬（Muniel 変法）―次
硝酸ビスマス17gと酒石酸200gを水800mlにけ
ん濁した液を A 液とする。ヨウ化カリウム 160g
を水 400mlに溶解した液をB液とする。使用時A
液とB液の同容量混合液5mlに水50ml及び酒石
酸 10gを加え液解させる。噴霧。 
（3） 塩化金酸・ヨウ化カリウム試薬（Au 試薬）
―5％塩化金酸溶液及び 4％ヨウ化カリウム溶
液を使用時に等量混合する。噴霧。 
（4） 塩化コバルト・チオシアン酸アンモニウム試
薬（Co試薬）―塩化コバルト 1g及びチオシア
ン酸アンモニウム 3gを水 20mlに溶解する。噴
霧。 
（5） 硫酸セリウム・トリクロロ酢酸試薬（Ce試 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
薬）――硫酸セリウム（IV）0.1g を水 4ml にげ
ん濁し，トリクロロ酢酸 1gを加え煮沸し，透明に
なるまで濃硫酸を加える。噴霧し 110℃10分間加
熱する。 
（6） ニンヒドリン試薬――ニンヒドリン 0.2gを氷
酢酸とn－ブチルアルコール（5：95）の混液 100 
mlに溶かす。噴霧し 110℃5分間加熱する。 
（7） ヨウ素・ヨウ化カリウム試薬――ヨウ化カリ
ウム 10g，ヨウ素 1g を水 50ml に溶解し，酢酸
2ml及び水を加え 100mlとする。噴霧。 

 

３ 結果及び考察 

３．１ 各種発色剤による呈色 
5％試料溶液を TLC 板に点着し展開した後の各種
発色剤による呈色の様子を Table .2に示す。試料 1～
7に対しては，ニンヒドリン試薬以外の多くの発色剤
により発色する。しかし濃度が低くなり 1％溶液試料
のスポットに対しては，背景色とスポットの呈色のコ

ントラストの大きい Pt 試薬及び Ce 試薬が良好であ
った。一方試料 8～17の芳香族アミン類は，多くのア
ルカロイド発色試薬（２．２．３の（1）～（5））に
より呈色がないか，ごく弱い発色が見られるだけであ

る。希薄試料溶液（1％）の場合は，実用にならな 
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Table. 2 Color Developments by Coloring on Chromatograms 
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い。芳香族アミン類に対してニンヒドリン試薬が適当

で，非常に感度よく呈色する。しかしこの試薬は試料 1
～7をほとんど発色させない。 
全試料 1～17を効率的に発色させる組合わせを知る
ため，種々の組合わせの発色を検討したところ，ニン

ヒドリン試薬――Pt 試薬の組合わせが最も優れてい
た。先ず，ニンヒドリン試薬で発色させ，現われたス

ポットにマークをつけた後Pt試薬で 1～7の薬剤を発
色させる方法により良好な結果が得られた。 
 
３．２ 展開溶媒の選択及びＲｆ値 
試料 1～17を二種の展開溶媒で展開後，前述の発色
法により発色させ測定した Rf 値を Table .3にまとめ
た。HPプレートによるRf値は普通プレートの値とほ
ぼ同傾向を示している。HP プレートの展開時間は約
20分（普通プレート 50～60分）と短く，展開スポッ
トが小さくまとまり，最小検出限界が普通プレートの

1／5 位になる。普通プレートでのクロマトグラムの
一例を Fig. 1に示した。試料 5及び 6の判別を除い
て，この二種の展開溶媒によるクロマトグラムでほぼ

本報のすべての薬剤を判別できるのではないかと考

えられる。勿論，嫌疑物件の分析の最終結論を出す際

には，この他，各種呈色反応，IR スペクトル等他 

 の分析結果も考慮する必要がある。 
 
３．３ 芳香族アミン類の構造とＲｆ値の関係 
試料 8～17 の分子量を Rf 値に対してプロットする
とFig. 2のように2～3のグループ別の関係に線が得ら
れた。ベンゼン核に直鎖アルキルアミンの結合した直

線状同属体はきれいなカーブを描く。分子が球形に近

づくと高分子量のものでも大きなRf値を示している。
これらの関係曲線からアミン類の未知試料の Rf 値か
ら構造又は分子量をある程度推定できるのではないか

と考えられる。 
 
３．４ 密輸入覚せい剤の分析 
上述の方法を密輸入された覚せい剤の分析に使用し

た一例を Fig.3 に示す。従来の方法では見落していた
残存原料のエフエドリンのスポットが明確に認めら

れ，この方法が勝れていることが示された。 
 

4 要  約 

（1） 麻薬，覚せい剤及びその類似構造アミンの
TLCに共通して用いることができる発色法は，ニ
ンヒドリン試薬発色と塩化白金試薬発色の併用が 

Table. 3 Rf Values 
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Fig. 1 Chromatograms of Narcotics etc. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Relationship between Molecular Weights and Rf Values 
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Fig. 3 Chromatogram of Smuggled Goods 
A Smuggled stimulant 
B Methamphetamine（standard） 
C Ephedrine（standard） 
Solvent chloroform：methanol： 

anmonia water（80：10：0.3） 

勝れている。 
（2） HP プレートを使用すると分析時間の短縮化
と試料の少量化を達成することができる。 
（3） 実験に用いた二種の展開溶媒系ではほぼこれ 
 

 等の薬剤の同定ができる。 
（4） 芳香族アミンの構造とRf値の間に関係が見出
された。 

 


